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 【自己評価  Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 
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中
期
目
標 

重点努力目標（評価項目） 

自
己
評
価 

総
合
評
価 

達成状況と成果 

関
係
者
評
価 

学校関係者の

意見・要望 

今後の改善方策 

次年度への課題 

（★学校関係者評価を受けて） 

魅
力
あ
る
教
育
活
動
に
努
め
、
生
徒
の
自

ら
学
ぶ
意
欲
と
主
体
的
な
態
度
を
育
て

る
。 

授業改善 

 

わかりやすい授業、ICTの有

効活用で「自ら調べ、進んで他

と関わり、学びを深める」授業

づくりに努める。 

A 

A 

・新しい生活様式にも慣れ、

生徒は元気に学校生活を送

ることができている。 

・ICT機器の活用について、

学校体制で活用方法を工夫

している。生徒、職員ともに昨

年に続き達成感は高く、保護

者にも徐々に伝わっている。 

・一人調べの時間を確保し、

全体発表をする学習活動が

定着してきた。 

A 

・オンラインも定着

し、先生たちの負

担もなくなったよう

に思える。質の向

上（黒板の見やす

さ、資料の共有な

ど）を期待したい。 

・家庭での学習で

タブレットを子ども

がどのように使用し

ているか知りたい。 

★タブレットの有効活用をよ

りいっそう進めていけるよう

な研修の場や情報交換の

場を設ける。 

・オンライン授業について、

見やすさ、参加の仕方など

の工夫などをしていく。 

・家庭での使用に実態につ

いて、しっかりと把握し、必

要に応じて家庭へも協力を

求めていく。 

 学習指導要領の趣旨に応

じた授業実践を行う。 A 

諸
活
動
を
通
し
て
、
思
い
や
り

の
心
、
自
ら
を
律
す
る
心
、
感

謝
す
る
心
、
挑
戦
す
る
心
を
育

て
る
。 

人間関係

づくり 

豊かな体験活動の充実を生

かした心に響く道徳教育の推

進を図り、さまざまな道徳的価

値観に気づき、考えを深める。 

B B 

・生活アンケートと面談による

生徒の不安や悩みの解消を

図ってきた。更に、生徒の悩

みや困りごとは複雑になって

いることから、SCを含めた相

談活動を行っている。また、生

活日記による一人一人の生徒

との対話をより大切にしたい。 

A 

・親の要望を学校

にどのように伝える

のがよいか。 

・アンケートの形式

を工夫し、親の気

持ちをくみとれるよ

うにしてほしい。 

★学校アンケートに自由記

載欄を設けていきたい。 

・生徒・保護者からの要求

にもっとこたえられるように、

情報を得るだけでなく、職

員の対応もはやくなるよう学

年・学校体制で対応してい

きたい。 

生
徒
一
人
一
人
の
持
ち
味
を
生
か
し
、
自
ら
を

高
め
る
と
と
も
に
社
会
（
集
団
）に
貢
献
し
よ
う

と
す
る
意
欲
と
態
度
を
育
成
す
る
。 

生徒活動

の活性化 

生徒がすすんで取り組む活

動を奨励し、取り組みの姿勢

や成果から形成的に個の成長

を認め、達成感と自己有用感

を育てる。 

A 

A 

・係活動、委員会活動につい

ては、昨年度以上に充実して

行われている。また、ボランテ

ィア活動も積極的に行われる

ようになっている。 

・生徒のがんばりを紹介した

り、成長を確認できたりする活

動をもっと工夫していきたい。 

・感染症対策をしたうえでの活

動については、保護者や生徒

にも理解していただいている。 

C 

・体力のない子、不

器用な子、運動を

楽しめない子の増

加。そのための対

応をしてほしい。勉

強をするのにも、体

力は必要である。 

・コロナ禍での中止

は仕方がない。し

かし、その後の復

活はどの程度を期

待してよいのか。 

★体育の授業、部活動に

おいて、技能の習得だけで

なく、もっと体力をつけるこ

とを意識したい。 

★コロナ禍で中止、縮小し

た活動について、今後どう

あるべきかを検討していく。 

・集会や各種の通信など

で、ボランティア活動、実行

委員会での活動や日頃の

努力について認めていく場

面を増やしていく。 

積極的・計画的な生活サポ

ートを推進し、迅速な対応、組

織的なサポートに努める。 
B 

感染症予防対策の徹底、体

を鍛える組織的な教育活動を

実践する。 
A 

教
育
諸
条
件
の
整
備
と
改
善

を
図
り
、
安
心
し
て
学
べ
る
教

育
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。 

多忙化解

消に関わ

る業務改

善 

行事・諸活動・会議の見直し

や精選を行い、よりよい教育活

動を目ざす。 
A 

B 

・各行事は、活動内容を工夫

し、内容を精選し、短縮してい

るが、その中でも精いっぱい

取り組むことができた。 

・校務処理においての ICTの

活用場面が増え、生徒に向き

合う時間や職員との会話の時

間が増えた。 

A 

・業務の改善は校

内の教職員ですす

めていくのがよい。 

・働き方改革によっ

て、生徒と先生間

の時間を増やすこ

とにつなげていた

だきたい。 

★教育の質の向上のため

の働き方改革を進めてい

く。生徒との時間を増やし

ていきたい。 

・個人裁量日、ノー残業デ

ーなどの趣旨を保護者や

生徒に理解していただく機

会を設ける。 

事務作業の効率化、情報の

共有化を高められる体制づくり

を進める。 
B 

教
職
員
相
互
の
信
頼
と
協
力
体
制
を
基
盤
と

し
、
創
意
と
活
力
に
満
ち
た
学
校
教
育
の
創
造

に
努
め
る
。 

教師の力

量向上と

連携・協

力 

現職研修を計画的に進め、

職員としての専門性を高める。 A 

A 

・タブレットを活用し、オンライ

ン授業を受けることができるよ

うになった。ただ、家庭での使

い方について、保護者は心配

なこともあるようで、学習用具

であることを再確認させたい。 

・ふだんの授業のタブレット活

用について、有効性を学校体

制で研究している。 

・職員の研修会も定期的に行

われている。その様子を保護

者にも紹介していきたい。 

A 

・保護者として、子

どもがタブレットを

有効活用し、学習

に取り組んでいると

は思えない家庭も

あると聞いている。 

・家庭の使い方を

年度初めに確認で

きる場面があれ

ば、家庭でのコミュ

ニケーションもよく

なる家庭も増える。 

★自宅でのタブレットの使

用について、年度初めに有

効な使い方、校内での使用

ルールを家庭に連絡する。 

・ICT を活用することが目的

にならないように授業実践

に取り組んでいきたい。特

に、関わり合い場面での

ICTの効果的な活用を進め

ていきたい。 

・研究の推進において、負

担増にならないようにする。 

職員の持ち味を生かし、連

携・協力体制を強めた組織的

な教育活動を展開する。 
B 

保
護
者
や
地
域
と
の
協
力
体

制
を
築
き
、
協
働
し
て
生
徒
の

健
全
で
前
向
き
な
生
活
を
支

援
す
る
。 

保護者・

地域との

協力体制

強化 

保護者や地域との情報交

換、協力体制構築に努め、安

心で機能的な学校づくりを進

める。 

B 

B 

・徐々にではあるが、地域と協

力して活動する活動が見られ

るようになってきた。 

・学年学級通信やホームペー

ジによる学校の様子は家庭や

地域への情報発信ができて

いる。 

A 

・ホームページによ

る発信はよい独自

のホームページは

つくることは可能な

のか？ 

・体育祭、合唱コン

クールへ地域住人

の参加は可能か？ 

★ホームページの内容がよ

くなるように、扱う内容、紹

介の仕方、見やすさなどを

考えていく。 

・生徒が地域の行事にもっ

と参加するようにし、また、

挨拶運動などに地域のか

たも参加をよびかける。 

HP、学級学年通信を積極的

に活用し、生徒の活動などの

情報発信に努めている。 
A 


